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「
喚
太
利
皐
こ
同
盟
幽
佛
剛
山
を
有
つ
伊
太
利
、
こ
い
川
に
、
戦
争
が
起
つ
に
際
、
ビ
ス
↓
、
ル
ク
は
聖
ベ
テ
ル
ス
ブ
ウ
ル
の

使
節
に
任
ぜ
ら
れ
に
。
枇
人
は
こ
の
事
の
う
ち
に
、
忌
避
の
一
面
が
存
在
す
る
の
を
見
ん
ご
欲
し
、
そ
の
忌
避
が
、
フ

ー
フ
ン
ク
フ
オ
ー
ル
議
會
に
て
、
恒
に
ヴ
イ
ェ
ン
ヌ
の
政
府
に
向
っ
て
、
反
抗
の
態
度
を
排
し
て
ゐ
に
ビ
ス
マ
ル
ク
て
ふ

人
物
を
、
遠
ざ
け
る
目
的
い
も
の
で
あ
る
、
こ
し
た
。
然
し
、
こ
の
意
見
は
大
に
疑
は
し
い
ざ
思
ふ
。
蜜
は
さ
う
で
な
く

却
っ
て
、
儲
時
將
に
來
ら
ん
ご
す
る
川
來
事
、
即
ち
杵
塊
の
間
の
稲
を
豫
期
し
つ
出
、
こ
の
任
命
に
由
っ
て
杵
藤
川
亡

鰐
凹
亜
さ
の
税
善
關
係
の
素
地
を
、
能
く
用
意
し
よ
う
さ
す
る
》
」
さ
が
、
計
ら
れ
て
－
２
あ
で
あ
る
。
か
く
老
へ
る
方

が
、
頗
る
興
相
に
近
い
・
何
ご
な
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ー
ル
識
御
に
於
て
ビ
ス
マ
ル
ク
が
脈
を
同
じ
く
し
に
琴
コ
ル
チ

ャ
コ
フ
、
即
ち
ビ
ス
マ
ル
ク
任
命
山
時
に
は
宰
祁
雫
ご
な
っ
て
ゐ
に
そ
の
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
さ
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
親
し
く

交
滋
し
た
の
で
あ
り
、
ピ
ス
マ
ル
ク
は
親
癖
阿
亜
の
目
的
を
粥
に
懐
い
て
ゐ
る
こ
さ
を
以
Ｌ
、
楜
知
さ
れ
た
人
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
塊
太
利
は
充
分
能
く
、
》
」
の
内
怖
を
窺
ひ
知
っ
て
ゐ
に
。
故
に
ビ
ス
マ
ル
ク
自
身
が
そ
の
手
術

の
う
ち
に
記
し
て
ゐ
る
通
り
、
喚
太
利
は
ベ
ル
リ
ン
に
於
て
切
り
に
、
聖
。
へ
豊
ル
ス
ブ
ウ
ル
か
ら
ビ
ス
マ
ル
ク
を
呼
灰

の

ビ
ス
↓
、
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後
一

ピ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後

長

害
毒
士
口
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１
１

ピ
エ
↓
、
ル
ク
と
紙
太
利
戦
役
前
後
二

す
こ
さ
を
、
荊
紫
し
に
。
こ
れ
に
川
っ
て
も
ビ
ス
マ
ル
ク
任
命
の
内
怖
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
コ
ー
ェ
ン
『
渦

逃
帝
幽
に
就
て
の
諸
諭
。
』
頁
四
五
（
１
）
）

斯
う
云
ふ
概
方
は
、
戎
は
一
価
安
柑
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
諭
稀
が
こ
れ
を
書
い
た
年
、
一
八
七
九
年
に
於
け

る
、
ビ
ス
マ
ル
ク
政
策
に
對
す
る
一
睡
の
怨
怖
Ｅ
猜
疑
、
己
は
、
斯
う
云
ふ
除
り
に
穿
ち
過
ぎ
に
観
方
、
或
は
現
壯
に
支
配

さ
れ
に
観
察
の
侃
傾
か
ら
生
ず
る
不
徹
底
な
、
換
言
せ
ぱ
、
現
蛮
的
な
方
而
ば
か
り
を
観
て
、
そ
の
奥
に
在
る
も
の
を
槻

な
い
こ
さ
、
即
ち
、
今
日
の
吾
盈
が
速
く
陥
っ
て
老
へ
う
る
如
き
、
地
位
に
存
し
て
ゐ
な
い
こ
さ
か
ら
生
ず
る
、
巳
む
を

得
ざ
る
不
徹
底
な
、
観
方
で
あ
る
ざ
も
詔
ひ
得
や
う
。

聖
・
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
使
節
が
、
彼
に
對
す
る
忌
避
の
一
面
を
も
っ
て
－
２
」
」
さ
は
、
所
謂
「
悲
惨
な
る
遜
放
の
如
き
蓮

命
」
（
尋
ヘ
ン
ヴ
イ
ル
『
ビ
ス
マ
ル
ク
仰
』
頁
三
二
（
２
）
）
・
で
あ
つ
だ
こ
《
巳
、
並
び
に
彼
の
ア
ル
ニ
ム
夫
人
宛
の
書
棚
、

（
一
八
五
九
年
六
月
二
十
九
日
、
『
ビ
ス
マ
ル
ク
政
治
交
通
紗
ゅ
』
頁
一
○
四
、
一
○
五
（
３
）
所
載
）
（
拙
稲
「
ビ
ス
マ
ル
ク

の
岐
路
、
ご
運
命
。
」
昭
和
十
二
年
三
月
刊
『
史
洲
』
頁
一
八
参
照
）
に
於
て
想
像
す
る
に
困
難
で
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

議
會
に
於
て
彼
が
表
示
す
る
を
恒
ご
」
し
に
「
反
感
」
、
こ
、
彼
れ
の
佛
蘭
四
接
近
の
意
見
ざ
に
對
し
て
ゲ
ル
ラ
ハ
が
こ
れ
を

形
容
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
「
正
義
ご
革
命
己
に
向
っ
て
熟
慮
を
失
っ
た
」
さ
し
ｒ
」
ざ
、
（
『
ゲ
ル
ラ
ハ
番
簡
雄
・
』
瓦

二
二
九
（
４
）
（
同
上
拙
稲
頁
ニ
ハ
参
照
）
）
、
串
良
に
ヘ
ル
リ
ン
宮
廷
の
意
向
に
も
照
し
て
見
る
時
は
、
等
し
く
こ
の
忌
避
の

一
面
の
存
在
が
了
解
さ
れ
や
う
。

然
し
そ
れ
は
、
そ
の
一
面
さ
し
て
見
て
置
く
だ
け
で
、
或
は
前
諭
コ
ー
ェ
ン
の
意
兄
山
や
う
な
も
の
が
伏
在
し
た
か
も

Ｌ
Ｉ
Ｌ
ｒ



知
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
先
づ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
議
會
に
於
け
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
言
論
の
、
緒
細
な
検
討
に
始
ま
っ
て

そ
の
反
響
殊
に
ベ
ル
リ
ン
宮
廷
に
於
け
る
も
の
、
更
に
零
『
一
ル
チ
ヤ
コ
フ
害
」
の
交
淋
の
欣
況
、
そ
の
他
數
糞
の
も
の
上
上
の

文
献
か
ら
推
定
さ
れ
得
る
事
で
あ
る
。
只
一
」
上
に
は
こ
の
全
瞭
を
考
へ
な
が
ら
、
「
忌
避
」
ざ
「
朋
意
」
ざ
の
冊
に
、
吾

凌
が
ビ
ス
マ
ル
ク
自
身
の
上
に
何
を
見
得
る
か
を
知
り
度
い
ご
恩
ふ
。

元
来
ビ
ス
マ
ル
ク
に
開
し
て
は
、
ご
か
く
そ
の
現
蛮
主
義
的
な
行
蛮
の
側
向
が
、
凡
て
に
多
過
ぎ
る
ほ
ざ
に
注
目
さ
れ

る
。
彼
の
特
色
も
偉
大
さ
も
、
常
に
こ
の
上
に
集
中
し
て
老
へ
ら
れ
る
。
私
も
今
ま
で
ビ
ス
マ
ル
ク
に
開
す
る
四
五
山
諭

丈
に
於
て
、
こ
の
傾
向
の
注
目
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
に
。
恰
か
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
就
い
て
、
そ
の
「
夢
想
」
を
餘
り
多

き
く
着
目
し
た
き
等
し
い
。
寅
際
に
は
こ
れ
ら
は
興
趣
が
あ
る
。
然
し
、
元
来
ユ
ン
ヵ
ア
の
浪
愛
的
な
価
向
を
認
め
な
が

ら
、
そ
の
迩
影
を
ビ
ス
マ
ル
ク
の
う
ち
に
求
め
よ
う
ざ
し
な
い
こ
さ
は
、
欠
陥
で
あ
っ
た
。
吾
等
が
瞬
時
片
隣
な
り
さ
も

こ
れ
を
探
し
求
む
る
こ
Ｅ
が
出
来
る
か
、
或
は
こ
れ
に
對
す
る
何
等
か
の
系
線
の
一
端
を
摸
索
し
符
る
な
ら
ば
、
幸
で
あ

畢
党
十
九
世
紀
史
の
こ
の
顯
著
な
人
格
が
、
徹
底
そ
の
特
異
の
傾
向
に
於
て
の
み
槻
察
さ
れ
る
こ
、
こ
は
、
乱
麻
を
た
ち

過
ぎ
て
、
結
局
世
紀
の
全
容
の
観
察
を
過
る
に
至
る
こ
さ
が
、
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
理
知
家
さ
し
て
の
ビ
ス
マ
ル
ク

を
、
豫
想
に
從
っ
て
少
許
幾
分
な
り
壷
Ｅ
も
撲
索
し
來
る
時
、
彼
の
晩
年
の
「
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
ス
ル
ウ
の
諏
人
」
の
意
表
が

彼
の
ユ
ン
カ
ア
青
年
時
か
ら
現
世
紀
の
諸
事
象
に
亘
っ
て
、
よ
く
延
長
し
、
よ
く
開
聯
し
て
、
歴
腱
發
展
の
う
ち
に
そ
の

遡
迩
の
地
位
を
見
出
し
う
る
で
あ
ら
う
。

ビ
ス
↓
、
ル
ク
と
伊
太
利
職
役
前
役
三

る
ご
老
へ
る
。

】

･

6
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予

こ
の
聴
字
機
に
類
す
る
仕
事
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
僻
伽
亜
に
於
け
る
使
節
の
仕
覗
で
あ
る
。
非
常
に
優
れ
に
る
こ
の
ビ

ー
今
、
ル
ク
鱒
の
著
者
の
言
は
、
吾
等
に
少
か
ら
ざ
る
示
唆
を
與
へ
る
。

大
方
の
》
こ
の
時
代
の
澗
逃
史
は
、
渦
逸
呪
家
に
曲
っ
て
も
、
更
に
こ
の
柵
逸
肥
家
の
影
響
を
う
け
る
吾
登
に
於
て
も
、

一
八
六
六
年
以
前
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
就
い
て
は
、
恒
に
小
渦
逸
諭
叉
は
「
反
感
」
《
道
そ
の
政
治
生
涯
の
前
後
に
就
い
て

貫
流
す
る
一
の
指
導
的
な
思
想
さ
し
て
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
か
く
観
察
さ
れ
る
嫌
が
あ
る
き
謂
ふ
こ
さ
も
川
來
、
ま

仁
訓
ふ
方
が
迩
術
で
あ
る
壷
こ
見
て
差
支
な
い
。
降
っ
て
七
○
年
前
後
に
就
て
は
、
同
様
に
、
對
佛
附
間
ま
た
は
「
排
佛
蘭

凹
」
を
、
観
察
す
る
嫌
が
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
例
を
學
げ
得
る
こ
ぐ
」
で
あ
る
。
今
こ
上
に
私
が
「
篇
字
機
」
芭
云
ふ
も

の
に
示
唆
さ
れ
っ
上
、
伊
太
利
戦
役
の
前
後
の
形
勢
が
ビ
ス
マ
ル
ク
の
上
に
何
を
與
へ
に
か
を
、
前
述
の
如
き
彼
の
思
想

の
．
動
向
に
治
ふ
て
、
撰
索
し
よ
う
、
こ
す
る
に
袖
っ
て
も
、
ま
づ
「
史
的
研
究
」
節
二
○
八
編
、
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
・
↑
ハ
ィ
ヘ

「
ビ
ス
マ
ル
ク
ご
伊
太
利
。
一
八
六
六
年
戦
役
前
史
に
開
す
る
一
寄
與
』
（
６
）
の
如
き
論
文
中
、
巻
頭
忽
ち
二
三
瓦
に
し

て
、
論
者
は
果
し
て
、
「
反
感
」
ま
た
は
「
排
佛
剛
西
」
が
ビ
ス
マ
ル
ク
本
来
原
始
の
思
想
で
あ
る
琶
云
ふ
こ
ゞ
こ
に
、
恒

に
筋
導
さ
れ
、
或
は
支
配
さ
れ
つ
上
、
ご
か
く
白
紙
、
無
底
意
、
ま
た
は
「
為
字
機
」
、
更
に
ま
た
時
勢
思
想
に
園
ま
れ

第
一
、
頁
四
六
二
（
５
）
）

ビ
久
一
、
ル
ク
と
恢
大
利
戦
役
前
後
ｑ

「
そ
れ
は
一
の
篇
字
機
の
仕
事
に
過
ぎ
な
か
つ
だ
。
何
等
自
由
な
る
意
志
意
見
語
こ
い
ふ
も
の
を
、
残
し
て
ゐ
な
か
つ

に
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
今
や
彼
の
注
意
を
、
外
剛
の
事
態
の
方
へ
向
け
に
。
そ
し
て
、
そ
の
事
態
は
正
に
注
意
に
価
す
る

◆

も
の
で
あ
っ
化
。
蒲
事
件
は
今
や
伊
太
利
の
上
に
帆
起
し
つ
上
あ
つ
に
。
」
（
マ
テ
ル
『
ビ
ス
マ
ル
ク
亡
そ
の
時
代
』
巻

１

Ｊ

Ｉ
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聖
・
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
於
け
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
生
涯
が
、
決
し
て
快
遡
の
も
の
で
な
く
、
殊
に
政
治
的
な
重
要
性
を
有

つ
も
の
で
な
か
つ
に
こ
Ｅ
は
、
彼
自
身
の
孫
書
・
苔
の
不
湘
な
叙
述
に
就
い
て
窺
は
れ
る
。
被
れ
の
意
見
が
ベ
ル
リ
ン
宮
廷

に
於
て
、
恐
ら
く
何
等
の
反
省
を
も
生
，
す
る
こ
”
こ
な
く
し
て
、
徒
ら
に
放
澄
さ
れ
る
に
等
し
か
っ
た
〆
」
、
巳
は
、
彼
が
能
く

記
す
ざ
こ
ろ
で
あ
る
。
（
ビ
ス
マ
ル
ク
『
思
胆
ご
追
憶
』
・
節
一
巻
頁
二
二
七
’
二
二
九
（
７
）
）
・
叉
彼
が
五
九
年
三
月

二
十
九
日
、
聖
。
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
到
治
を
報
じ
に
手
簡
に
あ
る
、
「
九
糀
戯
の
う
ち
に
入
っ
た
犬
の
如
く
」
。
巳
、
塒
に
外

國
語
を
以
っ
て
記
し
た
る
使
節
館
に
出
席
す
る
こ
さ
の
形
容
の
意
味
も
、
更
に
閑
散
無
爲
の
生
活
を
表
示
し
た
る
も
の
、
こ

老
へ
ら
れ
る
ざ
こ
ろ
の
、
同
五
九
年
川
月
川
日
手
簡
の
、

「
凡
て
の
公
職
上
の
事
態
は
、
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
比
す
れ
ば
、
正
に
荊
紳
か
ら
蒋
薇
、
ご
な
っ
た
や
う
だ
。
然

し
祢
薇
が
い
つ
ま
で
晩
き
っ
ピ
け
る
だ
ら
う
か
。
そ
れ
は
勿
術
樅
で
な
い
。
聯
邦
悪
意
ご
議
長
害
毒
（
註
。
聯
邦
議
禽

に
於
け
る
各
邦
間
の
嫉
叩
こ
、
聯
邦
議
御
に
於
け
る
竹
朧
の
恋
令
ひ
、
》
」
れ
ら
拷
ビ
ス
マ
ル
ク
の
經
嶮
せ
し
、
己
こ
ろ
）

は
、
こ
上
で
眺
む
れ
ば
、
恰
か
も
兒
戯
に
等
し
い
」
（
『
彼
の
許
嫁
《
己
夫
人
↑
こ
に
宛
て
た
る
ビ
ス
マ
ル
ク
公
普
簡
娠
」

の
で
あ
る
。

つ
＆
、
生
産
躍
動
し
、
推
移
し
、
錘
鱒
す
る
人
間
ビ
ス
マ
ル
ク
を
見
ず
し
て
、
若
く
、
希
望
多
く
、
想
像
樵
岡
多
か
る
べ
『

か
・
り
し
ピ
ス
マ
ル
ク
を
、
一
の
定
め
ら
れ
た
る
形
態
の
偶
像
の
う
ち
に
鋳
出
せ
ん
壷
こ
す
る
傾
向
が
、
顯
著
に
認
め
ら
れ
る

真
三
六
七
及
三
六
九
（
８
）
）

こ
れ
も
亦
、
等
し
く
ビ
》
〈
マ
ル
ク
の
政
治
咋
派
の
一
縛
向
、
↓
ま
た
一
頓
挫
、
更
に
決
し
て
そ
れ
は
前
述
ゴ
ー
一
一
ン
の
碗

ピ
一
〈
↓
、
ル
ク
と
蛎
太
利
職
役
前
後

’

」

I



ｑ
Ｈ
Ｉ
０
ｌ
リ
ー
１
１
０

、

9

ビ
ス
手
、
ル
ク
と
伊
大
利
戦
役
前
後
六

く
如
き
意
義
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
ざ
が
窺
は
れ
る
。

こ
れ
を
塊
太
利
の
側
に
立
ち
て
見
れ
ば
、
所
稲
川
意
が
充
分
に
推
定
さ
れ
る
。
若
し
こ
の
川
意
に
あ
ら
ず
ざ
す
る
も
、

所
洲
自
曲
主
義
に
對
す
る
正
統
の
維
持
に
就
い
て
懸
念
す
べ
き
も
の
を
、
「
反
感
」
ご
ゞ
こ
も
に
有
し
た
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の

親
佛
附
西
的
態
度
に
於
て
、
容
易
に
見
川
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
こ
、
こ
は
開
聯
す
る
己
こ
ろ
、
即
ち
「
忌
避
」

、
こ
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
畢
党
は
「
忌
避
」
も
「
川
意
」
も
、
愛
は
開
聯
し
て
一
に
ビ
ス
マ
ル
ク
の
聖
・
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ

、

赴
任
の
上
に
、
集
中
さ
れ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
そ
の
執
れ
に
在
る
か
の
椎
討
よ
り
は
、
吾
左
に
、
こ
り
て
は
、
荊
卿
を
去
っ

て
蕎
蔽
に
入
っ
た
政
流
生
涯
の
一
聴
機
、
そ
し
て
九
柱
戯
上
の
一
犬
参
こ
し
て
、
罵
字
機
に
麺
す
る
地
位
か
ら
、
意
兄
あ
り

意
思
あ
る
地
位
に
進
ま
ん
ざ
す
る
眼
前
の
、
伊
太
利
戦
役
が
、
そ
の
性
愛
の
何
に
於
て
、
猶
未
だ
政
治
生
涯
の
初
期
の
ピ

ス
マ
ル
ク
に
影
響
し
、
三
十
餘
歳
の
彼
の
思
想
の
上
に
、
彼
の
一
生
涯
の
概
察
に
老
並
す
べ
↓
さ
印
象
を
鐘
し
た
か
を
見
る

こ
『
こ
が
、
重
要
で
あ
る
。

こ
の
拒
め
に
先
づ
、
前
記
拙
稲
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
岐
路
を
運
命
」
に
媛
朏
し
た
る
、
ビ
ス
マ
ル
ク
宛
て
ゲ
ル
ラ
ハ
刊
樅

一
八
六
○
年
五
Ｎ
一
日
付
、
サ
ン
ス
ウ
、
ン
發
の
も
の
を
、
再
び
こ
’
に
禍
記
す
る
こ
さ
氏
す
る
。
曰
く
、
（
註
レ
オ
ポ
ル

ド
。
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
ラ
ハ
。
一
八
Ⅲ
九
年
侍
從
武
官
長
に
任
せ
ら
れ
、
サ
ン
ス
ウ
シ
宮
に
伺
候
す
。
閲
王
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ

・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
に
信
献
さ
れ
た
る
、
保
守
思
想
の
人
に
し
て
、
正
統
主
義
を
塊
太
利
親
和
の
上
に
も
つ
人
。
そ
の

斑
普
及
文
通
は
、
有
益
な
る
史
料
で
あ
る
。
）

「
余
を
し
て
蚊
も
悲
ま
し
め
た
も
の
は
、
貴
君
が
填
太
利
に
對
す
る
反
感
か
ら
、
正
義
ご
革
命
、
こ
に
向
っ
て
熟
慮
を
失
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、

ピ
ェ
↓
、
ル
ク
と
伽
太
利
戦
役
前
後
八

を
正
脱
せ
よ
書
こ
い
ふ
事
、
そ
し
て
、
自
山
、
主
義
思
想
に
山
っ
て
叫
雌
似
家
の
成
立
を
期
す
る
の
縦
れ
る
事
で
あ
る
。

決
し
て
減
る
こ
さ
な
き
怖
念
の
下
に
、
正
統
主
義
を
維
持
し
、
炭
面
川
に
画
家
の
那
想
遼
持
し
て
、
何
等
蹄
路
す
る
ざ

こ
ろ
な
く
、
率
直
に
批
判
し
、
耐
斬
す
る
を
階
さ
し
た
る
將
軍
ゲ
ル
ラ
ハ
（
オ
ト
ヵ
ア
。
ロ
レ
ン
ッ
『
十
九
仙
紀
の
政
論

Ｊ

家
及
び
雁
史
家
』
。
、
一
五
七
。
「
レ
オ
ポ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
ラ
ハ
・
そ
の
備
忘
録
の
雄
一
細
」
の
班
。
（
９
）
）
が
、

欺
く
砂
如
・
言
所
調
政
治
的
書
棚
い
忠
緤
を
記
し
さ
」
、
こ
は
、
意
外
に
飯
要
に
、
柑
時
の
ビ
ス
マ
ル
ク
の
思
恕
、
即
ち
そ
れ

は
決
し
て
彼
の
『
思
胆
さ
辿
憶
』
に
於
て
は
窺
ひ
知
り
得
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
謀
簡
或
は
波
読
の
如
き
公
表
の
交
替

（
『
ビ
ス
マ
ル
ク
全
堆
』
そ
の
他
）
に
は
、
兇
川
し
難
き
も
の
を
、
こ
れ
ら
術
忘
録
書
翰
演
税
等
に
於
け
る
断
片
曲
一
言
明

を
綜
合
し
、
更
に
諾
特
許
の
諭
碗
を
併
せ
て
、
想
定
す
る
の
目
的
を
逵
す
る
上
に
、
有
力
な
る
指
導
ご
な
る
も
の
で
あ

る
。
ま
し
て
所
洲
「
美
化
」
き
れ
た
《
。
、
術
時
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
就
て
の
叙
述
例
へ
ぱ
、
『
カ
ヴ
ー
ル
及
び
ビ
ス
マ
ル

ク
・
』
（
ウ
ル
リ
ヒ
・
ハ
ツ
セ
ル
杵
、
小
冊
子
、
一
九
瓦
。
カ
イ
ゼ
ル
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
イ
ン
ス
テ
イ
ト
ウ
ト
識
淡
（
、
）
）

の
著
粁
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
親
佛
蘭
閂
紫
に
就
い
て
、
こ
れ
を
「
Ⅲ
的
に
向
っ
て
の
手
段
に
過
ぎ
ず
」
と
断
じ
、
或
は
、

司
八
五
一
年
乃
霊
一
八
五
九
年
に
於
け
る
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
對
填
太
利
抗
争
。
』
テ
ー
ノ
ル
ド
・
オ
ス
カ
ア
。
マ
イ
ャ

著
頁
川
二
五
（
皿
）
）
に
「
》
」
の
切
札
を
佛
附
閥
、
己
孵
す
」
、
己
言
ふ
が
如
さ
も
の
に
、
極
め
て
簡
単
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
こ

妻
己
で
は
、
経
れ
り
ご
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

．
・
八
五
九
年
の
伊
太
利
戦
役
は
、
杵
露
間
に
於
け
る
蕪
派
の
關
係
の
上
に
、
或
る
逃
だ
著
し
苔
推
移
を
、
招
來
し
↑
に

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
、
淵
時
の
大
部
分
の
人
糞
は
、
何
等
充
分
な
知
識
を
得
て
ゐ
な
、
か
つ
た
が
、
更
に
今
側

I

や

'’



ノ

に
在
り
て
も
、
こ
れ
に
蝿
す
る
歴
史
の
叙
述
に
は
、
猶
臓
凌
の
壯
態
を
以
っ
て
、
不
明
確
に
了
解
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
（
中
略
）
ヴ
イ
ラ
フ
ラ
ン
カ
利
約
の
直
後
能
く
人
に
知
ら
れ
た
小
冊
子
、
『
プ
ロ
イ
セ
ン
ざ
ヴ
イ
ラ
フ
ラ
ン
カ

和
約
』
が
公
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
鋤
し
ゲ
ル
ラ
ハ
將
軍
は
、
『
ク
ロ
ィ
ッ
新
聞
』
に
四
五
の
有
益
な
る
意
見
を
發
表
し

た
。
彼
の
批
判
を
見
る
に
、
彼
は
、
「
岡
小
冊
寸
は
塊
太
利
を
以
っ
て
、
全
く
過
れ
る
豫
想
の
下
に
州
戦
し
、
Ｈ
ま
た

、

等
し
く
輕
卒
に
休
職
し
仁
も
の
で
あ
る
ご
見
る
が
、
し
か
も
、
何
職
か
の
祇
極
的
な
弾
劾
に
對
し
て
、
杵
鱒
阿
も
亦
そ

の
黄
め
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
杵
露
阿
は
、
一
の
憐
れ
む
べ
き
非
自
立
的
な
凡
席
、
中
冊
的
な
躰
度
に

止
ま
る
“
」
ご
」
言
ひ
、
斯
く
の
如
き
は
、
「
新
時
期
，
一
の
到
來
に
際
し
、
ピ
壬
セ
ン
ト
的
意
見
、
攻
は
む
し
ろ
、
ア
ポ
レ
オ

ン
的
の
そ
れ
が
、
撚
政
王
子
の
周
閲
に
、
そ
の
政
策
を
過
ら
し
む
る
も
の
あ
る
に
川
る
の
で
あ
る
、
、
こ
老
へ
た
。
云

糞
」
（
画
レ
ン
ッ
前
掲
岡
書
。
皿
一
八
九
・
一
九
○
（
狸
）
）

こ
の
著
新
の
言
ふ
や
う
に
、
伊
太
利
戦
役
に
際
し
て
の
杵
鰐
州
の
事
態
は
、
そ
の
聯
邦
ど
の
開
係
及
び
塊
太
利
さ
の
關

係
に
於
て
、
複
雑
に
し
て
不
明
瞭
な
る
こ
、
Ｅ
槌
し
き
も
の
あ
り
、
そ
し
て
今
こ
Ｎ
に
右
す
る
課
題
、
即
ち
ビ
ス
マ
ル
ク
の

意
見
に
開
し
て
、
蚊
も
虹
要
な
る
想
定
の
機
《
こ
な
る
、
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
鵬
し
て
ピ
ス
マ
ル
ク
が
、
所
柵
「
手
段
」
或
は
所

柵
「
切
り
札
’
一
の
上
に
の
み
立
っ
て
ゐ
た
か
否
か
。
將
仁
斯
く
見
る
ざ
こ
ろ
の
そ
れ
が
、
軍
な
る
洲
時
的
諭
断
に
知
し
、

一
・
勝
に
他
の
私
の
所
訓
常
時
の
人
Ⅲ
ビ
ス
マ
ル
ク
を
、
模
索
す
べ
・
さ
も
の
あ
る
か
否
か
。
ゲ
ル
ラ
ハ
が
難
誌
す
る
杵
露
阿

の
武
任
の
範
閲
に
あ
る
、
ピ
千
毛
ン
ト
的
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
意
見
が
、
「
新
時
代
」
の
到
来
の
菰
剛
の
う
今
陶
に
揺
動
す
る
間

に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
何
途
老
へ
つ
出
あ
っ
た
か
等
奄
否
だ
の
若
究
す
・
ぺ
・
き
も
の
は
意
外
に
多
く
・
且
賊
る
興
味
あ
る
も

ビ
ス
↓
、
ル
ク
と
伊
犬
利
戦
役
前
後
九

1

｜



’

、

ｰ

ビ
ス
手
、
ル
ク
と
伊
太
利
職
役
前
後
一
○
・

の
で
あ
る
こ
、
こ
が
老
へ
ら
れ
る
。

ア
ー
ノ
ル
ド
・
マ
イ
ャ
は
前
掲
刑
普
の
↑
う
ち
に
、
ビ
ス
一
、
ル
ク
は
ゲ
ル
ラ
ハ
に
對
し
、
塊
太
利
が
到
底
杵
鰐
閥
》
い
肌
友

ご
な
り
得
な
い
こ
《
こ
、
叉
な
ら
う
壷
□
欲
し
な
い
こ
、
こ
を
、
事
態
の
数
學
的
諭
理
の
師
結
で
あ
る
↓
こ
告
げ
に
が
、
之
に
開
し

て
佛
剛
四
ざ
の
交
渉
に
於
て
、
杵
撚
閥
が
什
牌
戯
の
錐
た
る
地
位
に
あ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
杵
藤
岡
接
近
を
喜
ぶ

こ
Ｅ
を
知
り
、
し
か
も
、
剛
王
↓
ヒ
ゲ
ル
ラ
ハ
さ
が
反
對
す
る
こ
《
こ
明
な
る
故
に
．
ビ
ス
マ
ル
ク
は
言
明
を
さ
け
に
沌
彼

は
少
く
も
蒋
露
凹
佛
閑
川
同
照
の
可
能
を
、
世
側
に
知
ら
し
め
笹
く
だ
け
で
も
、
効
采
が
あ
る
さ
し
だ
、
そ
し
て
ビ
ス
マ

ル
ク
は
、
聯
邦
諸
小
邦
か
聯
邦
關
係
を
以
っ
て
そ
れ
自
身
を
守
談
す
る
こ
さ
不
可
能
な
る
を
知
る
時
は
、
必
ず
や
佛
剛
川

に
味
方
す
る
も
の
で
あ
る
亡
老
へ
て
ゐ
だ
。
ご
述
べ
て
ゐ
る
。
（
マ
イ
ヤ
前
掲
同
苦
亘
三
○
九
（
喝
）
）

Ｊ
、

こ
の
数
學
的
論
理
の
蹄
結
の
書
簡
は
、
一
八
五
六
年
凹
川
二
十
八
Ⅱ
の
こ
Ｅ
で
あ
る
。
果
し
て
こ
の
街
時
に
於
て
、
こ

の
や
う
に
ビ
ス
マ
ル
ク
が
條
理
整
然
た
る
政
略
、
及
び
そ
の
豫
想
、
こ
・
こ
に
そ
の
技
術
に
長
じ
て
ゐ
た
か
否
か
は
、
少
く

さ
も
吾
糞
の
疑
を
容
れ
る
に
足
る
ざ
こ
ろ
で
あ
る
。
若
し
も
こ
れ
は
ぎ
の
才
斡
の
片
影
が
、
明
瞭
に
認
め
ら
れ
、
且
一
ゞ
」
の

政
略
の
意
の
・
秤
す
る
、
と
こ
ろ
、
既
に
明
か
で
あ
つ
に
な
ら
ぱ
、
聯
邦
誌
・
御
に
於
て
存
し
仁
ろ
彼
に
對
す
る
自
曲
主
義
群
ご

し
て
の
非
難
は
、
夙
に
一
八
五
九
年
に
於
て
は
消
滅
し
て
、
所
洲
忌
避
の
一
而
の
存
在
を
幾
分
に
不
可
能
な
ら
し
む
る
も

の
が
、
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
こ
の
自
由
主
韮
老
こ
し
て
の
非
難
は
、
「
ク
画
イ
ッ
新
附
記
事
事
件
」
、
則
ち
ナ
ポ
レ
オ
ン

結
婚
の
誹
誘
に
淵
す
る
諾
意
兄
の
謎
否
の
Ⅲ
に
あ
っ
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
反
對
を
表
明
し
た
る
こ
こ
、
（
一
八
五
三
年
一

川
二
十
七
日
ゲ
ル
ラ
ハ
宛
書
簡
。
『
ピ
ス
マ
ル
ク
全
集
』
巷
節
一
書
簡
集
。
頁
二
八
五
）
及
び
、
佛
蘭
西
直
の
抗
争
を
無



、

征
な
り
ざ
し
隼
」
↓
こ
、
二
八
五
三
年
一
月
二
十
八
日
、
ゲ
ル
ラ
ハ
宛
書
簡
。
『
ビ
ス
マ
ル
ク
至
集
』
巻
第
一
、
頁
二
八

六
、
）
）
（
拙
稲
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
岐
路
ご
運
命
」
・
史
淵
第
十
五
靴
頁
↓
一
二
戦
鋒
）
に
窺
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に

彼
が
ク
ロ
イ
ッ
新
川
記
事
を
非
難
し
て
ゲ
ル
ラ
ハ
に
逢
れ
る
前
記
書
簡
、
（
一
八
五
三
雫
一
Ⅲ
二
十
七
日
）
（
『
ビ
ス
マ
ル

ク
全
集
』
同
前
。
一
・
ビ
ス
マ
ル
ク
・
ゲ
ル
ラ
ハ
文
通
』
・
亘
六
三
遍
）
）
に
曲
っ
て
も
、
窺
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
若
し
吾
等
が
、
佛
蘭
西
風
に
帆
を
あ
げ
ま
じ
尋
と
す
る
な
ら
ば
、
然
ら
ば
吾
等
は
、
少
く
も
公
然
ご
船
を
焼
く
や
う
な

反
對
の
側
か
ら
の
繊
而
皮
に
、
必
要
な
る
要
愼
を
も
仁
ね
ば
な
ら
ぬ
。
余
は
昨
日
マ
ン
ト
ィ
フ
千
一
ル
に
番
を
途
２
Ｌ
、

官
管
新
川
紙
上
に
於
て
、
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
自
由
勝
手
に
結
婚
し
符
る
ぐ
」
、
書
か
せ
る
こ
↓
こ
を
諸
ふ
て
世
い
子
一
。

若
し
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
幟
洲
諸
君
主
の
間
に
同
格
毛
こ
な
る
な
ら
ば
、
叉
壷
こ
も
か
く
も
諾
君
主
の
友
人
た
る
位
世

に
立
ち
得
る
に
至
ら
ば
、
今
日
の
細
て
の
佛
蘭
西
家
政
上
に
開
す
る
体
染
病
は
、
む
し
ろ
速
に
経
畑
す
る
に
至
る
で
あ

た
。
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ｕ

る
評
語
を
肘
ひ
て
ゐ
だ
。

一
八
五
五
年
に
於
て
、
彼
は
マ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
宛
の
番
簡
の
う
ち
に
、
聯
邦
識
獅
に
於
け
る
喚
太
利
派
の
迂
憩
・
一
ぜ
笑
っ

に
。
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ト
の
態
度
を
噸
笑
し
、
そ
の
自
山
主
義
表
明
を
述
べ
て
、
極
め
て
痂
烈
に
、
然
し
粕
野
卑
に
邦
す

「
惰
鈍
な
、
無
能
な
、
そ
し
て
無
良
心
な
並
だ
。
兄
か
け
は
好
人
物
だ
が
、
然
し
正
に
、
虚
侭
ば
か
り
だ
。
こ
う
云
ふ

人
物
に
は
、
何
人
も
信
を
世
か
な
い
。
」
「
議
挺
の
サ
イ
ド
（
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
從
僕
に
嗽
へ
て
）
た
ち
は
、
唯
凌
填
太
利

の
利
益
の
み
を
岡
る
か
ら
凧
を
生
ず
る
。
こ
れ
ら
の
韮
は
、
正
に
杵
藤
川
の
填
太
利
政
府
、
こ
の
開
係
を
、
妨
害
す
る
も

ビ
ス
↓
、
ル
ク
と
伊
太
利
職
役
前
後
一
一
ａ

角
ら
管
『
ノ
ｏ
」

’

’

I
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ビ
ェ
↓
、
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後
言
一
凸

の
で
あ
る
“
」
（
後
節
意
識
）
会
八
五
五
年
叫
川
十
八
日
書
棚
〕
『
ビ
ス
マ
ル
ク
全
壊
』
巻
節
二
政
治
菩
簡
雌
。
頁
凹
川

（
油
）
）

こ
の
書
簡
が
、
マ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
宛
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
ｌ
ゲ
ル
ラ
ハ
は
マ
ン
ト
イ
フ
エ
ル
を
、

「
ポ
ナ
パ
ル
ト
的
に
し
て
柵
裁
的
」
、
こ
評
し
仁
。
そ
し
て
、
鰐
閥
亜
及
び
佛
剛
川
を
背
紮
一
こ
す
る
マ
ン
ト
イ
フ
エ
ル
悲
法

を
非
難
し
、
「
余
は
峻
盈
大
な
る
憂
帆
、
こ
浦
心
さ
を
、
彼
れ
に
就
い
て
も
つ
」
、
こ
し
て
、
ポ
ナ
パ
ル
ト
主
義
て
ふ
も
の
を

非
雄
し
た
。
（
『
ゲ
ル
ラ
ハ
普
簡
集
』
一
八
五
二
年
十
一
川
十
三
Ｈ
及
一
八
五
三
年
一
月
二
十
八
日
、
、
二
九
及
び
ｘ
三
川

（
Ⅳ
）
）
ｌ
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ト
等
の
所
洲
雌
主
糞
韮
群
な
り
ご
自
稲
す
る
、
そ
の
自
山
思
想
そ
の
も
の
の
柵
群
に
つ
い

て
は
、
何
ご
・
こ
を
も
述
べ
て
ゐ
な
い
・
祁
害
は
一
に
、
親
塊
太
利
読
の
如
何
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
普
怖
に
就

い
て
注
意
さ
れ
る
こ
、
こ
は
、
瓢
Ⅱ
撚
川
の
填
太
利
政
府
ざ
の
關
係
」
ご
い
ふ
も
の
が
、
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ト
韮
に
川
っ
て
、

「
徒
ら
に
」
妨
害
さ
れ
る
こ
・
と
を
僻
し
む
苣
云
ふ
が
如
き
意
が
、
こ
め
一
八
五
五
年
川
Ⅱ
、
即
ち
外
は
ク
リ
ム
戦
役
の
経

内
は
關
税
同
盟
ご
填
太
利
き
の
合
冊
の
問
題
の
域
に
於
て
、
微
か
に
我
ひ
う
ろ
も
の
あ
る
こ
”
己
で
あ
る
。
自
川
主
義
必
し

も
揃
雌
せ
ず
、
又
對
喚
太
利
意
兄
に
も
な
ほ
一
川
隙
あ
・
り
、
己
兄
る
な
ら
ば
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
常
時
の
思
想
は
、
測
り
雌
苔

一
傾
向
、
そ
れ
は
何
が
故
に
彼
が
、
ン
〒
一
ク
ス
ピ
ャ
を
喜
び
、
ゞ
ハ
イ
ロ
ン
を
訓
し
た
か
の
一
峨
向
に
、
近
づ
く
も
の
あ
る
こ

、
こ
が
察
せ
ら
れ
る
。
生
糞
躍
動
し
推
移
し
鍵
稗
す
る
人
間
ビ
ス
マ
ル
ク
の
、
想
像
多
く
緋
州
多
か
り
し
美
し
さ
が
、
こ
上

に
槻
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
決
し
て
一
定
の
形
態
の
偶
像
の
う
ち
に
、
鋳
川
さ
れ
る
べ
》
さ
も
の
で
は
な
い
。

「
き
て
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
策
ょ
。
色
糞
の
総
和
芯
言
ひ
処
し
も
何
の
効
な
く
、
そ
れ
が
ボ
ナ
パ
ル
ト
同
照
の
上
に
現
川

I
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し
て
し
き
た
．
『
鼠
で
填
庶
利
這
猫
逸
諸
雄
迄
を
．
瀞
か
さ
う
ご
洲
ふ
い
で
あ
る
。
ｌ
こ
の
悶
災
素
悶
ご
い
ふ
の

建
君
驚
曾
剛
雄
迄
の
鼎
惨
指
し
て
意
陸
，
ろ
２
』
。
ｌ
仰
追
一
写
筒
じ
陣
誉
中
⑳
軋
櫟
で
あ
ら
う
．
」
ゲ
ル
ラ

ハ
は
そ
の
備
忘
録
の
う
ち
の
、
一
、
ハ
六
○
年
に
於
て
、
斯
く
記
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
尚
そ
の
上
に
、

「
然
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
を
そ
の
農
Ｌ
放
っ
て
笹
か
う
。
ざ
に
か
く
、
憐
れ
む
雲
へ
巷
壯
態
で
、
し
か
も
賊
る
不
健
全
な
若

だ
。
さ
て
刺
た
る
混
飢
の
う
ち
に
、
吾
等
が
今
在
る
の
か
。
佛
蘭
間
、
こ
、
そ
し
て
填
太
利
竜
こ
、
ま
↑
Ｌ
撚
胴
亜
母
」
は
緊
張

し
化
關
係
に
立
ち
、
澗
逸
諾
疾
雫
こ
は
敵
對
の
形
で
あ
る
。
そ
の
上
幽
内
で
は
、
混
乱
し
ト
ト
脆
弱
な
政
府
が
あ
る
の
・
噂
」

（
ロ
レ
ン
ッ
前
拙
脚
普
頁
一
九
一
所
赦
（
胆
）
）

さ
・
さ
に
述
べ
た
る
一
、
イ
ヤ
の
所
論
毛
こ
は
異
っ
て
、
一
八
六
○
年
に
於
て
も
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
猫
そ
の
親
佛
剛
門
錐
を
充

分
に
明
ら
か
に
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ゲ
ル
ラ
ハ
を
し
て
、
岡
じ
陣
螢
に
於
け
る
軋
榛
を
嘆
ぜ
し
め
、
且
つ
又
放

世
す
る
外
無
き
程
度
に
於
て
、
儒
帆
を
棄
て
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
如
何
に
し
て
こ
の
泰
態
か
ら
、
間
も
無

く
ビ
ス
マ
ル
ク
が
新
政
府
の
人
電
己
な
っ
た
か
に
就
墜
し
は
、
疵
に
ロ
レ
ン
ッ
逆
一
両
ふ
如
く
、
史
上
の
謎
が
あ
る
。
未
竹
て

明
ら
、
か
に
さ
・
れ
に
る
こ
さ
無
き
、
史
上
の
不
可
解
が
存
在
す
る
（
ロ
レ
ン
ッ
前
描
側
譜
亘
一
九
二
（
卿
）
）
“
唯
こ
上
に
は
、

こ
の
徴
時
に
於
て
、
所
洲
側
じ
陣
織
の
刺
櫟
、
こ
孵
せ
ら
れ
る
も
の
、
従
て
上
述
の
如
き
ゲ
ル
ラ
ハ
將
軍
の
慨
喚
、
こ
な
つ
仁

も
の
は
、
祁
聖
吋
剛
皇
両
ひ
、
正
統
主
義
保
守
主
韮
皇
一
向
ひ
、
自
巾
主
義
風
民
圭
莱
皇
一
両
ひ
、
或
は
ポ
ナ
パ
ル
ｆ
主
錠
さ

言
ふ
も
の
上
上
に
、
Ⅷ
新
の
了
解
意
兄
期
待
等
が
、
雀
し
く
剛
齢
し
た
こ
・
こ
の
「
汎
飢
」
に
由
る
も
の
、
払
多
巻
こ
》
こ
が

汚
へ
ら
れ
、
更
に
、
所
洲
混
乱
は
、
こ
氏
に
も
亦
ビ
ル
マ
ル
ク
の
上
に
、
兄
川
し
う
る
に
あ
ら
ざ
る
か
が
老
へ
ら
れ
る
。

ビ
ス
一
、
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後
二
二

１
１
１

1
卜
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、
ビ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太
利
職
役
前
後
一
脚

何
ご
ざ
に
曲
っ
て
所
謂
「
自
由
主
義
着
」
が
、
ビ
ス
マ
ル
の
上
に
加
へ
ら
れ
た
か
。
聯
邦
議
術
に
於
け
る
彼
の
「
反

感
」
は
、
彼
の
元
來
の
そ
し
て
依
然
た
る
、
保
守
主
義
を
否
定
す
る
に
足
ら
な
い
。
彼
が
一
八
五
○
年
十
二
川
三
Ⅱ
識
称

Ｇ

に
於
け
る
淡
読
に
、

「
ウ
’
一
オ
ン
徒
蕪
に
は
力
弧
善
手
が
、
そ
の
ウ
’
一
オ
ン
外
套
の
披
後
の
裂
片
を
も
引
き
裂
く
に
至
る
べ
・
き
こ
さ
。
而
し

て
賊
る
輕
沌
な
る
衣
装
に
は
、
／
唯
そ
の
赤
き
墾
衣
を
見
る
外
に
は
、
何
も
の
も
焼
る
ま
じ
き
こ
ゞ
こ
。
」
（
『
ビ
ル
マ
ル
ク

全
集
』
巻
雛
十
、
頁
一
○
九
（
別
）
）
．

Ｅ
調
ひ
、
更
に
↓
」
れ
に
先
だ
ち
、
同
年
Ⅲ
月
十
五
日
エ
ア
フ
ル
ト
議
獅
、
即
ち
ウ
’
一
オ
ン
談
御
ご
総
す
る
も
の
に
於
て
波

説
し
て
、

「
こ
の
議
會
の
開
設
に
営
り
、
余
を
し
て
苦
悶
せ
し
め
、
又
今
猶
苦
悶
し
つ
上
め
ら
し
め
る
感
慨
は
、
渦
逃
帝
脚
が
未

曾
て
有
し
た
る
こ
さ
な
き
旗
色
を
以
て
、
蒜
は
れ
る
こ
ざ
で
あ
る
。
こ
の
旗
色
は
、
蜜
に
過
去
二
個
年
以
来
、
擾
飢
ざ

ら

、
ハ
リ
ヵ
ァ
ド
さ
を
以
て
成
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
『
ビ
ス
マ
ル
ク
淡
論
集
』
巻
第
一
、
夏
一
八
○
（
型
）
）

壱
己
謂
ふ
も
の
に
も
窺
は
れ
る
。
し
か
も
こ
の
意
は
、
ゲ
ル
ラ
ハ
の
所
洲
ボ
ナ
パ
ル
ト
主
義
、
マ
ン
ト
イ
フ
エ
ル
莚
さ
へ
も

斯
く
呼
ぶ
そ
れ
が
、
意
味
す
る
も
の
壷
こ
は
、
敢
て
抵
燗
せ
ず
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

自
由
主
義
を
非
難
す
る
彼
は
、
デ
ル
ラ
ハ
そ
の
他
の
老
へ
る
如
き
意
に
於
て
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
主
義
て
ふ
も
の
を
兄
て
ゐ

な
い
。
ウ
’
一
オ
ン
計
謹
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
そ
の
他
の
民
主
主
義
者
に
山
っ
て
老
へ
ら
れ
る
限
り
、
彼
は
一
」
れ
を
非
難
す
る
が

猫
逸
の
剛
民
的
統
一
に
就
て
は
、
彼
は
そ
の
理
想
を
懐
い
て
ゐ
る
。
彼
が
聯
邦
議
禽
の
閑
暇
を
利
し
、
て
巴
里
に
至
り
、
ル

’

’



イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
ざ
介
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
渦
逸
の
剛
鴎
統
一
の
氣
蓮
に
同
怖
あ
る
を
見
る
や
．
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
心

は
、
そ
の
頭
よ
り
好
き
こ
さ
’
一
（
チ
エ
ス
タ
・
ク
ラ
ア
ク
『
フ
ラ
ン
ッ
・
ヨ
ゼ
フ
↓
こ
ビ
ス
マ
ル
ク
一
八
六
六
年
戦
役
前
の

填
太
利
の
外
交
』
頁
一
二
五
亜
）
）
を
知
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
ゲ
ル
ラ
ハ
に
向
っ
て
、
ル
ィ
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
革
命
の
代

表
琶
見
る
こ
さ
の
過
談
哲
言
明
し
た
（
『
思
胆
ご
追
憶
』
巻
雄
一
、
画
一
七
五
兎
）
）
。
彼
が
巴
里
に
於
て
「
珊
逃
の
カ
ヴ

ー
ル
」
芭
溌
せ
ら
れ
た
こ
ざ
も
、
故
な
き
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
一
八
五
二
年
来
五
九
年
伊
太
利
戦
役
時
前
後
に
亘
る
親

佛
蘭
西
の
思
想
に
就
い
て
は
、
こ
れ
を
一
八
六
六
年
の
普
悌
西
伊
太
利
の
同
鯉
迄
同
一
の
型
に
於
て
、
遡
時
的
観
察
の
下

に
置
く
可
き
も
の
で
も
な
く
、
叉
単
に
「
反
感
」
の
餘
勢
さ
の
み
槻
ろ
可
さ
も
の
で
も
な
い
。
「
セ
ー
ヌ
河
畔
の
ス
フ
ィ
ン

ク
ご
琶
彼
れ
さ
の
間
に
は
、
第
二
帝
政
の
旗
色
た
る
剛
殿
主
義
が
あ
る
。
し
、
か
も
そ
・
肌
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
於
て
は
、

蒋
露
西
宮
廷
の
人
凌
の
「
忌
避
」
の
一
端
に
考
へ
た
る
如
苔
も
の
で
は
な
く
し
て
、
保
守
主
義
的
浪
盤
主
義
者
等
が
理
想

篭
こ
し
に
る
に
似
た
ゲ
ル
マ
’
一
ス
ム
ス
の
、
政
治
的
形
態
で
あ
る
。

一
八
五
一
年
六
月
二
十
九
日
、
被
れ
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
マ
ン
ト
ィ
フ
ェ
ル
肯
相
に
進
つ
に
私
儒
に
は
、
彼
れ
の

柵
逸
統
一
形
態
に
開
す
る
希
離
を
見
る
上
に
、
賊
る
重
要
な
る
言
明
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
は
彼
れ
は
記
し
て
曰
く
、

「
こ
の
聯
邦
議
愈
に
於
て
は
、
惜
し
い
哉
何
等
の
期
待
も
あ
り
得
な
い
。
‐
ｌ
‐
渦
逸
の
政
治
の
或
る
有
機
的
な
發
達
の

上
に
於
て
は
、
こ
の
議
称
は
こ
れ
を
逹
成
す
る
能
力
な
く
、
唯
各
邦
川
の
佃
産
硬
盈
の
協
約
に
止
ま
る
。
蜜
に
こ
れ
が

吾
等
に
、
自
然
に
曲
っ
て
指
示
さ
れ
に
る
、
地
理
的
傾
城
の
内
側
に
於
て
で
あ
る
。
’
遡
Ｌ
の
柵
逸
諾
政
府
の
共
通

な
る
利
益
の
正
徽
な
る
愈
亜
、
及
び
、
こ
れ
に
昨
ふ
、
こ
こ
ろ
の
必
要
な
る
決
定
、
竝
ぴ
に
相
五
の
秩
序
維
持
は
、
こ
ｋ

ビ
ス
↓
、
ル
ク
と
伊
大
和
戦
役
前
後
．

’

I
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で
あ
る
。
そ
れ
が
自
山
主
義
或
は
革
命
腺
理
の
排
斥
を
包
含
す
る
こ
ご
は
、
既
述
の
如
く
で
あ
っ
た
｝
」
は
詔
へ
、
必
し
も

所
柵
自
曲
統
一
の
思
想
、
即
ち
彼
が
こ
れ
に
於
て
も
そ
の
商
潮
時
に
思
想
感
化
を
う
け
た
で
あ
ら
う
も
の
Ａ
、
全
部
を
礎

る
虚
な
く
、
少
く
も
一
八
五
○
年
代
に
於
て
、
放
葉
し
識
し
居
た
り
、
己
は
老
へ
ら
れ
な
い
・

ビ
ェ
↓
、
ル
ク
と
伊
太
利
職
役
前
後
一
七

ハ
ウ
ゼ
ン
の
古
苔
家
系
を
有
す
る
が
故
に
、
か
上
る
歴
史
的
理
想
を
、
そ
の
政
治
生
群
の
初
期
に
懐
く
こ
ど
の
あ
一
・
べ
き

を
老
ふ
る
は
、
決
し
て
全
く
邪
曲
な
き
想
定
で
は
な
い
↓
ご
恩
は
れ
る
。

彼
れ
の
こ
の
ゲ
ル
マ
’
二
〈
ム
ス
は
、
獅
逸
再
建
の
政
治
の
形
態
の
う
ち
に
《
喚
太
利
を
抱
擁
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

』

そ
こ
に
は
大
猫
逃
読
も
な
け
れ
ば
、
小
猫
逸
説
も
あ
り
将
な
い
。
ゲ
ル
マ
ン
族
の
澗
逸
、
嘗
て
あ
り
し
日
の
祁
聖
雑
賜
帝

剛
が
あ
る
の
み
で
あ
る
．
「
塊
太
利
除
外
」
の
基
調
も
な
か
っ
た
、
と
は
洲
へ
、
こ
れ
も
敢
て
妨
げ
ざ
る
萠
芽
も
存
在
し
て

ゐ
に
の
で
あ
る
。
「
‐
排
佛
剛
凹
」
の
様
兀
も
な
か
っ
た
ざ
は
洲
へ
、
能
く
こ
れ
に
傾
向
し
得
る
發
展
も
存
在
し
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
が
聯
邦
識
念
の
そ
の
「
反
感
」
を
通
じ
て
自
川
主
義
の
非
難
を
う
け
た
る
も
の
、
即
ち
親
佛
脳
西

説
を
以
っ
て
ボ
ナ
パ
ル
ト
主
義
、
こ
し
、
ポ
ナ
パ
ル
ト
主
義
を
以
っ
て
革
命
主
義
さ
し
て
、
蒋
露
四
宮
廷
の
人
街
が
雛
蜷
し

に
る
も
の
、
そ
し
て
「
忌
避
」
の
一
面
ど
な
っ
た
も
の
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
あ
り
て
は
、

少

「
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
ス
て
ふ
も
の
は
、
吾
盈
蒋
露
川
に
於
て
は
、
余
を
し
て
主
張
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
愛
に
む
し
ろ

ポ
ナ
パ
ル
ト
よ
り
は
古
く
在
る
も
の
で
あ
る
。
唯
そ
れ
が
一
脈
に
職
な
る
、
澗
逸
的
な
形
態
に
於
て
存
し
た
も
の
で

あ
る
⑪
」
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
一
八
五
一
年
十
二
川
二
十
五
日
。
ゲ
ル
ラ
ハ
宛
ビ
ス
マ
ル
ク
普
簡
）
（
『
ゲ
ル
ラ
ハ
。
と
ビ
ス

ポ
ナ
パ
ル
ト
よ
り
は
古
く
在
る
も
の

あ
る
。
」
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
一
八
五

マ
ル
ク
ざ
の
文
通
』
。
瓦
一
二
（
”
）
）

’

、



Ｉ
Ｆ

ID

、

ビ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後
一
八

「
新
獅
逃
の
基
礎
立
て
、
及
び
建
設
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
こ
り
て
は
、
一
八
川
八
年
の
職
有
の
精
紳
に
鋤
す
る
、
闘
霧

ご
な
つ
に
。
」
（
し
・
ン
シ
『
小
史
術
文
集
・
』
巷
節
二
、
・
皿
三
四
五
鬼
）
）

ご
見
る
べ
き
か
否
か
。
エ
即
糞
は
一
脈
に
、
若
き
ビ
ス
マ
ル
ク
、
想
像
榊
川
多
か
り
し
ビ
ス
マ
ル
ク
を
、
見
る
べ
き
か
否

か
。
塒
有
糀
祁
に
對
す
る
闘
鞭
で
は
な
く
し
て
、
塒
有
糀
祁
の
感
化
或
は
辿
影
さ
、
現
蛮
の
事
態
そ
れ
は
被
れ
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
時
代
聖
。
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
時
代
そ
し
て
パ
リ
時
代
を
通
じ
て
、
次
節
に
被
れ
の
陛
肌
に
、
そ
の
政
治
生
涯
の
經

馳
に
、
現
出
し
來
つ
に
も
の
さ
の
間
の
、
彼
自
身
に
於
け
る
聞
手
で
は
な
か
つ
↑
峠
か
否
か
。
愛
に
後
年
の
、
破
れ
の
閏
民

自
由
無
さ
の
關
係
、
彼
れ
の
一
般
池
、
迩
選
梁
迭
ま
た
被
れ
の
對
猫
太
問
題
の
、
過
去
の
系
線
を
求
む
る
の
必
要
は
あ
る

、
ま
い
。

○

グ

伊
太
利
戦
役
は
、
そ
し
て
ｚ
』
の
前
後
の
形
勢
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
に
少
か
ら
ざ
る
興
悲
ざ
、
「
混
乱
」
ざ
を
術
し
た
も
の

芭
考
へ
ら
れ
る
。
何
が
故
の
輿
韮
山
で
あ
っ
た
か
は
、
如
上
の
考
察
に
韮
い
て
老
へ
ら
れ
る
。
伊
太
利
戦
役
に
際
し
て
推
肌
盤

西
の
採
る
べ
き
政
策
に
淵
す
る
被
れ
の
主
咲
に
就
い
て
は
、
既
に
性
に
能
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
「
肢
砿
な
る
中
立
維

持
」
は
、
決
し
て
単
に
そ
れ
が
杵
藤
川
の
「
利
益
」
、
即
ち
彼
の
言
明
す
る
・
己
こ
ろ
の
も
の
上
上
の
、
理
由
に
沼
ふ
て
の
み

兄
る
・
べ
き
も
の
で
な
く
、
崇
に
税
佛
Ⅲ
閥
策
は
、
柵
り
「
塊
太
利
に
對
す
る
帷
間
攻
勢
」
（
ミ
テ
ル
ス
ス
テ
ッ
卜
『
一
八
五

九
年
戦
役
』
頁
一
八
（
”
）
）
で
も
な
く
、
亦
如
上
の
考
察
に
擦
る
べ
き
さ
こ
ろ
が
遊
多
い
。
ヴ
ィ
ラ
フ
ラ
ン
ヵ
和
約
を
口

併
し
く
恩
つ
だ
の
は
、
カ
ヴ
ー
ル
の
み
で
な
く
、
｛
、
澗
逸
の
カ
ヴ
ー
ル
’
一
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
う
。
詔
ふ
ま
で
も
な
く
、

そ
れ
は
軍
に
「
反
感
」
に
の
み
基
く
も
の
、
或
は
小
猫
逸
諭
的
現
蛮
主
義
の
打
算
に
の
み
川
づ
る
も
の
で
も
な
く
、
ア
ダ

I

､
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巴
里
に
於
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
「
卒
直
一
己
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
「
沈
獣
」
、
迫
も
、
所
柵
ビ
ス
マ
ル
ク
の
ナ
ポ
レ
オ

ン
政
策
に
對
す
る
捜
川
（
ゾ
ン
デ
ィ
ー
ル
ン
グ
）
の
み
を
以
っ
て
は
、
形
容
し
得
な
い
事
蛮
で
あ
り
、
俄
時
の
破
れ
の
當

惑
に
就
い
て
は
、
マ
テ
ル
が
能
く
形
容
し
て
ゐ
る
（
マ
テ
ル
前
掲
同
苔
。
巻
節
一
、
頁
五
○
七
以
下
（
釦
）
）
。
・
と
に
か
く
に

そ
れ
が
當
惑
で
あ
っ
た
こ
さ
が
注
意
さ
れ
る
。
か
く
て
一
八
五
八
年
の
被
れ
の
「
同
格
」
ご
」
「
行
動
の
自
山
」
ざ
の
、
杵

露
西
政
策
に
開
す
る
言
明
（
『
ビ
ス
マ
ル
ク
全
集
・
』
巻
節
二
、
頁
三
○
二
以
下
罰
）
）
が
、
明
確
な
る
信
念
こ
し
て
の
彼

れ
の
就
任
時
に
至
る
ま
で
の
、
一
八
五
○
年
代
に
於
け
る
彼
れ
の
思
想
は
、
ユ
ン
ヵ
ア
の
迩
彩
さ
、
四
八
年
の
感
化
影
響

ざ
、
高
潮
の
思
想
環
境
ざ
の
間
に
、
躍
動
し
、
愛
郷
し
、
迂
回
し
た
る
も
の
あ
る
こ
ざ
が
老
へ
ら
れ
る
。
一
八
六
二
年
彼

れ
の
就
任
の
歳
十
〃
十
日
、
彼
れ
は
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
・
ポ
イ
メ
ト
に
書
簡
を
寄
せ
て
曰
く
、

「
余
は
貴
下
の
世
事
に
通
す
る
こ
こ
に
鑑
み
て
、
何
等
識
言
す
る
の
要
を
認
め
な
い
が
、
大
方
の
政
治
的
稚
兒
や
、
新

聞
に
於
け
る
余
の
反
對
者
等
が
、
薇
る
が
如
き
あ
ら
ゆ
る
同
瞼
的
な
方
策
か
ら
は
、
余
は
正
に
逹
ざ
か
つ
て
ゐ
る
も
の

で
あ
る
。
余
が
時
折
に
表
価
的
に
言
っ
た
こ
さ
の
、
不
嵐
蛮
な
、
歪
め
ら
れ
た
、
、
ま
た
ま
さ
ま
り
な
く
作
ら
れ
た
言
明

な
る
も
の
か
ら
、
枇
人
は
余
の
批
判
力
ま
で
も
、
疑
問
に
世
か
う
さ
す
る
伽
き
が
あ
る
。
然
し
武
下
は
、
郡
の
反
蛮
な

意
味
の
完
全
な
了
解
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
認
め
て
く
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
余
は
決
し
て
、
杵
蝶
凹
を
か
の
サ
ル
ヂ
ニ

ピ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後
一
九

被
れ
の
文
化
詳
論
が
老
へ
ら
れ
る
。

ム
・
ス
ミ
ス
を
読
み
、
リ
カ
ル
ド
、
コ
ン
ト
、
コ
ン
ス
タ
ン
、
ル
ソ
ー
に
學
ぴ
、
シ
ヤ
ト
オ
プ
リ
ア
ン
に
耽
波
し
た
る
伊

太
利
の
カ
ヴ
ー
ル
の
失
望
ざ
、
一
脈
相
迩
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
ご
恩
ふ
こ
、
こ
が
、
迩
欝
で
あ
る
。
さ
れ
ば
愛
に
、
後
年
の

１

、

､
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､

冒
険
的
な
或
は
》
」
れ
に
弧
す
る
方
策
の
否
定
に
至
る
ま
で
、
そ
し
て
サ
ル
ヂ
’
一
ャ
的
政
災
の
軌
逝
を
全
く
棄
却
す
る
に

季
？
三
じ
『
理
論
か
ら
現
寅
へ
の
過
程
は
、
一
八
五
○
年
代
に
於
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
に
も
存
在
し
に
も
の
こ
老
へ
得
ら
れ

る
。
し
か
も
ボ
イ
ス
ト
も
、
亦
そ
の
後
の
事
態
の
思
出
に
於
て
こ
の
書
簡
の
「
特
異
？
ｏ
感
銘
」
を
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
（
ク
リ
ム
戦
役
時
代
を
顧
み
、
二
州
問
題
に
照
し
、
更
に
一
勝
伊
太
利
戦
役
に
就
い
て
記
述
す
べ
か
り
し
も
の
は
、
亘

數
”
こ
ゞ
史
淵
記
念
號
一
卜
る
↑
Ｌ
め
”
こ
の
故
に
曲
っ
て
、
多
く
省
略
に
從
つ
に
。
参
照
受
献
に
は
、
重
要
な
る
原
語
丈
を
附
記
す

る
こ
さ
‐
今
し
た
ｎ
）

ビ
ス
一
、
ル
ク
と
伊
太
利
峨
役
飾
筏
二
○

ャ
の
政
策
の
軌
迩
の
上
に
推
し
付
け
る
べ
き
職
五
を
、
感
じ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
寓
一
何
人
か
ぜ
、
今
の

余
の
壯
態
位
世
に
於
て
、
斯
う
云
ふ
風
に
感
ず
る
こ
ご
が
あ
つ
↑
Ｌ
ざ
し
に
ら
、
そ
れ
は
唯
、
理
論
を
現
蛮
に
す
る
》
」
ど

の
に
め
に
、
綿
て
の
政
策
い
根
振
を
失
っ
て
経
ふ
で
あ
ら
う
。
」
（
ボ
ィ
ス
ト
『
四
分
世
紀
の
三
つ
よ
り
。
』
巻
第
一
、

頁
三
○
六
、
三
○
七
（
犯
）
）

ご
］
．
○
巳
〕
⑦
目
）
同
時
届
ｇ
①
晩
の
戸
胃
一
、
㈹
日
凰
３
輿
シ
ニ
①
日
‐

鈎
媚
ロ
⑦
．
で
角
吋
．
一
ｍ
『
幻
ロ
ふ
い
（
串
、
堅
房
】
ロ
弓
侭
匡
凹
毘
○
【
８
頁
〕
⑦
ロ
．
舜

宮
国
⑦
昌
昌
で
ｇ
胃
庁
註
骨
吋
国
で
口
堅
①
Ｈ
ｇ
①
際
．
Ｉ
弓
骨
①
『
の
‐

９
厘
侭
．
ｌ
烏
．
Ｆ
・
騨
日
胃
侭
①
罰
〕
旨
号
国
伽
冒
胃
鼻
↑

も
。
②
『
・
）
・

画
）
］
・
国
呉
ロ
ぐ
三
①
『
園
誌
。
】
緯
ｎ
ｏ
戸
勺
四
門
．
お
い
』
．
で
．
＠
脚

《
命
．
ぐ
○
呈
司
の
シ
一
画
園
ロ
ケ
色
の
叩
轡
Ｑ
①
Ｑ
⑦
も
の
庁
曾
め
げ
○
戸
旨
碩
〕
己
【
⑦
叩
‐

息

。
直
の
⑦
国
①
×
芦
一
。
ご

少

②
〕
シ
口
吻
国
印
日
日
。
宍
の
で
○
一
旨
印
ｏ
毎
⑦
日
国
吋
目
⑦
ワ
ニ
、
①
○
ず
の
①
一
・

国
⑦
『
一
・
一
の
Ｃ
Ｐ
も
．
』
Ｏ
今
一
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